




















貴弘
ノート注釈
膜貫通領域を持たない

貴弘
ノート注釈
トランスロコン（Sec61複合体）
合成中のポリペプチド鎖のシグナル配列にシグナル識別粒子が結合し、小胞体上のSRP受容体に結合する。すると受容体はリボをトンラスロコンへ導き、ポリペが小胞体内へ輸送される。シグナル配列はそのうち切断される

貴弘
ノート注釈
C末もしくはシグナル配列とタンパク質本体との間
N末端につけるとシグナル配列として切断されタンパク質にはGFPが結合されていない状態になる。またタンパク質の配列の間にいれると当然ダメ

貴弘
ノート注釈
ミトコンドリア：N末端に配列、外膜輸送タンパクに結合し、外内膜輸送タンパクを同時ににゅるっと
ペルオキシソーム：C末端に、ペルオキシン（輸送体）に結合し、転送される。

貴弘
ノート注釈
細胞を破砕して、プロテアーゼインヒ加えて、遠心。沈殿物に目的タンパクが含まれていればウ、上清に含まれていればイ







貴弘
ノート注釈
polyA、キャップ(EIF)に結合するタンパクを認識し翻訳をアレ
安定化



貴弘
ノート注釈
S期に入ってまもなく半保存的に複製。

貴弘
ノート注釈
キネシン：逆平行の微小管を架橋し、染色体を外側に（赤道面に）並べる。
ダイニン、キネシン共に微小管ｰ短が一対の紡錘体極を中心に配列するのを助ける。架橋して

貴弘
ノート注釈
動原体のクロマチンに結合したGEFが細胞質中のRanを活性化させ、それが周囲の微小管安定化タンパクを呼び込んで局所的に微小管を形成させる。

貴弘
ノート注釈
動原体のついている染色体は分かれる。
ついてないほうはブラブラ

貴弘
ノート注釈
コンデンシンが分解される
動原体微小管が脱重合（＋端とー端）




貴弘
ノート注釈
I:ホスファチジルイノシトールビスリン酸（PIP2)、J:ジアシルグリセロール、K:イノシトールトリスリン酸、L:ホスホリパーゼC
M:NO、N:グアニル酸シクラーゼ、O:cGMP

貴弘
ノート注釈
わかれるか否か

貴弘
ノート注釈
電気シナプス：シナプス間を直接つないで云々。早い
化学シナプス：間隙あり。

貴弘
ノート注釈
活動電位→プレシナプス→電位依存カルシウムチャネル開く→カルシウムがSNAREに結合しシナプス小胞を膜に結合させる→小胞内Gluが放出される→ポスシナのGluレセに結合しNa+チャネルが開きシナプス後電位が生じる

貴弘
ノート注釈
活性化GPCRによりGPCRキナーゼが活性化され、GPCRリン酸化される。リン酸化部位にアレスチンが結合しGPCRがGタン結合するのを妨げ、GPCRのエンドサイトーシスを促す。

貴弘
ノート注釈
1.免疫沈降法：ビーズにプロテインA/G（抗体のFc部に対する結合領域を持つ）をくっつけたもの、GPCRにタグをつけたもの、そのタグに対するタグ抗体、リガンド候補をぶちこみ、共沈させる。その後電気泳動ウェスタンブロットなどにより、分子量を見、相互作用しているか確認。
ELISA：リガンド候補の抗体を標識。
2.in vivo で過剰発現、機能欠損などでの表現型を見る。



貴弘
ノート注釈
補酵素：酵素反応において、化学基の授受に関する低分子量有機化合物。酵素と一過的に結合する。ビタミンB2,6,12など。
補欠分子族：補酵素とは酵素と永久的に結合する点で異なる。ヘム、ビタミンB1,鉄イオンなどの金属イオン類...


貴弘
ノート注釈
ともに水素の授受に関与し、デヒドロゲナーゼの補酵素となる
NAD:異化代謝
NADP：同化代謝（脂肪酸合成、光合成...,エネルギーを用いて複雑な物質を合成すること）

貴弘
ノート注釈
アントシアニン、フラボノイド
クロロフィル：葉緑体
カロテノイド：クロモプラスト（有色体）、葉緑体？
アントシアニン、フラボノイド：液胞など（水に溶けやすい）
シアノにはフィコビリン

貴弘
ノート注釈
1.
花弁ではカロテノイドはエステル化され、リポタンパクと結合した状態でクロモプラストに貯蔵されており、光合成には寄与しない。一方で、葉緑体にもカロテノイドは存在しておりそちらは光合成色素として働く。つまり存在する場所によって使い分けられている。
2.
βカロテン：活性酸素が生じないように
キサントフィル系(ビオラキサンチン、アンスラキサンチン、ゼアキサンチン)：光阻害（強すぎる光を受けた時、光エネルギーの一部を熱に変える）
他：アンテナとかいろいろ


貴弘
ノート注釈
1.
光子八個を受け取ることで得られるエネルギーにより、酸素分子1分子が生成される。
2.
酸素1分子を生成するのには反応中心となるクロロフィルだけではなく、反応を起こすエネルギーのもとである光子を捕えるアンテナの働きをするクロロフィル分子が多量に必要である。得られた酸素分子に対し必要なクロロフィルが圧倒的に多いのはこうした理由による。



貴弘
ノート注釈
代謝：吸収した栄養素はそのままの形で利用できない。そのため肝臓で分解・貯蔵し、必要に応じてエネルギーを取り出し、全身の器官に供給する。ブドウ糖をグリコーゲンとして蓄える。アミノ酸からタンパク質合成。不要なアミノ酸は分解。脂肪酸の分解合成、コレステロールやリン脂質の合成。（糖代謝、タンパク質代謝、脂質代謝）
解毒：いろいろな物質を毒性のない水溶性物質に変換し、胆汁や尿中に排出する。アンモニアを尿素に、アルコールの代謝。
排泄：不要物を短銃として排出する。赤血球の残骸、コレステロールなど

貴弘
ノート注釈
ゲル濾過クロマトグラフィー：多孔質の担体を用いてタンパク質をその大きさにより分離する。大きなタンパク質は孔を通り抜けることができず結果的に早くカラムを通過するのに対し、小さなタンパク質は孔にトラップされ溶出が遅い。その溶出速度の差によりタンパク質を分離する。
アフィニティー：目的タンパク質の抗体、それを基質とする酵素など相互作用する物質を結合させた担体を用いて分離する。目的タンパク質意外は容易に溶出し、残った担体からは目的タンパクのみを分離することができる。


































